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韓国特許法・商標法・意匠保護法の改正案 

 

韓国特許法・商標法・意匠保護法の改正案は、2021 年 10 月中に公布され、公布後 6 ヶ月

が経過した日から施行される予定です。 

主な改正点は以下の通りです。 

 

■特許・商標・意匠 

・拒絶査定不服審判の請求期間が「30 日」から「3 ヶ月」に延長される。 

・権利回復の要件として「責任を負うことができない事由」から「正当な事由」に緩和される。 

・先出願に優先権主張があった場合、先出願に対する分割出願の際にも優先権主張が自動

的に認められる。 
 

■特許 

・拒絶査定不服審判において拒絶査定が維持されても、登録可能な請求項のみを区分して出

願する「分離出願制度」が導入される。 

・特許査定後でも国内優先権主張出願が可能となる。 

 

■商標・意匠 

・登録査定後の商標・意匠出願は、設定登録前に、審査官が明らかな拒絶理由を発見した場

合、職権で再審査することが可能となる。 

・再審査請求による意匠登録出願の補正時期が「再審査請求時」から「再審査請求期間内」に

拡大される。 

 

（出典：特許法人 太平洋）                          
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